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研究成果の概要（和文）：強迫性障害の治療戦略のための客観的指標を探索することを目的に研究を行った。基底核を
標的とした高磁場MRSによる脳内代謝物の変化とNIRSにより観察される認知機能検査施行中の前頭葉血流変化を測定し
、個々の患者の治療反応性との関連を解析した。強迫性障害患者には基底核の脳内代謝物に異常が見出され、また認知
機能検査の成績や前頭葉血流に低下がみられた。生物学的機能変化の違いにより治療戦略が異なることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：We studied to find strategies for obsessive compulsive disorder(OCD) by using cogn
itive performance and functional neuroimagings. We found abnormalities of metabolites of right basal gangl
ia of OCD patients by using 3 tesla proton magnetic resonance spectroscopy (MRS). Moreover we found a sign
ificantly lower cognitive performance and a hypofrontality of OCD patients by using multichannel NIRS comp
ared to control group. It is suggested that we might choose strategies for OCD patients who have different
 biological feature individually. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 強迫性障害　認知機能　機能画像　前頭葉　基底核　NIRS　MRS

内科系臨床医学・精神神経科学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
強迫性障害 (obsessive-compulsive 

disorder:OCD)は自己の意志に反して湧き起

る強迫観念と繰り返される強迫行為からなり、

患者に大きな苦痛を与えて深刻な社会的障害

をもたらす。現在、OCDの治療は薬物療法と

認知行動療法の併用が一般的であり、薬物療

法ではSSRI (selective serotonin reuptake 

inhibitor)が第一選択であり、さらに少量の非

定型抗精神病薬の付加が効果を上げることも

ある。また、認知行動療法は、曝露反応妨害

法が主要技法となる。しかしこれらの治療に

対する反応性は患者に寄ってまちまちであり、

現在のところOCDの治療戦略を立てるための

客観的指標は確立されていない。 

これまでの OCD の生物学的研究では、

OCD の病態には基底核と前頭葉を結ぶ神経

回路の代謝異常が深く関与していることが

示されている。OCD 患者は健常者と比較して

眼窩前頭皮質、尾状核、帯状回の糖代謝が亢

進していることや、内側前頭葉の血流増加と基

底核での血流減少が報告されており、薬物療法

あるいは行動療法で症状が改善した OCD 患者

では眼窩前頭皮質や尾状核における糖代謝の

亢進が正常化するという報告がある（Baxter ら

1987）。一方、OCD 患者は、前頭葉機能を反

映する認知機能検査で健常者と異なる結果

を見せることが指摘されている（Head D ら

1989、Christensen ら 1992、Savage ら 2000）。

我々はこれまでに、1.5T MRI 装置を用いた
1H-MRS研究を行い薬物応答性の異なるOCD

患 者 の 帯 状 回 や 基 底 核 に お け る

N-acetylaspartate (NAA)の濃度が異なるとい

う知見を得ている（Sumitaniら 2007）。また、

3Tesraの高磁場MR装置を用いた 1H-MRS（3T 
1H-MRS）によって OCD患者の脳内グルタミン

や GABA といったアミノ酸系神経伝達物質につ

いても知見を得ている。 一方、我々は前頭葉機

能を反映する認知機能検査を行っている際

の脳血流変化を多チャンネル NIRS を用いて

非侵襲的に測定する手技を確立しており、こ

れまでに多くの健常者を対象に認知機能検

査中の脳活動を研究してきている（Sumitani

ら, 2005 , 2006、Tayoshiら 2007）。 
 
２．研究の目的 
この研究の目的はOCDの責任部位として候補

にあがる基底核と前頭葉の機能の状態を個々の

患者の治療反応性と関連づけることで、機能画

像や認知機能検査といった客観的データに基づ

く個別的治療戦略の指標を作ることである。具体

的には3T 1H-MRSを用いて基底核の機能異常

を、認知課題を負荷した時の多チャンネル

NIRSにより観察される経時的脳血流により

前頭葉機能の異常を見出すことを並行して行

い、それぞれの患者の治療反応性と照合する

ことで、OCDの治療反応性予測し治療戦略を

立てるための生物学的指標としての可能性の

検討を行う。 
 
３．研究の方法 
これまでに OCD患者 23 人と年齢性別を一

致させた健常対象者 28 人を対象として帯状

回と左基底核を標的とした MRS の撮像を行

ったが、新たに OCD患者 20 人と年齢性別を

一致させた健常対象者 20 人を対象として両

側基底核を標的とした MRS の撮像を行い

NAA、Cho、 Cr、 Gln、Glu、mI、GABAと

いった脳内代謝物質の左右差について検討

した。また、同時に OCD 患者の MR 画像か

ら VBM の技術を用いて灰白質体積の解析を

行った。さらに、OCD患者 36人に対して日

本語版 Stroop Testを施行しその成績と課題施

行中の前頭葉の血行動態の変化を多チャン

ネル NIRS 装置を用いて定量した。それぞれ

の患者の臨床特徴や薬物応答性を経時的に

調べた。 
 
４．研究成果 

MRS で測定された両側基底核における脳内

代謝物変化には左右差があり、また形態学的

にも健常者との間に有意な差が見られ、それ



は先行研究で推定されている OCD の責任部

位と一致していた。日本語版 Stroopでは一致

課題に比べて，不一致課題で oxyHb濃度の有

意な上昇が認められた。 特に右前頭葉前部

で大きな上昇が見られたが、OCDでは，コン

トロール群に比べて oxyHb 上昇率が低かっ

た。 基底核の代謝物変化と前頭葉機能低下

と治療反応性との関連について解析を行っ

ている。 
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